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 まず、未来学者カーツワイルによるシンギュラリティー（技術的特異点、

technological singularity）の概念について述べる。カーツワイルによると、シ

ンギュラリティーとは、AI やロボットの能力が人間を凌駕し、人間が未来につ

いての意思決定をできなくなる時のことであり、カーツワイルは、それは

2045 年ごろであろうと予測している。筆者は、もう少し先ではないかと考え

ている。何れにせよ、遅かれ早かれ、AI やロボットの能力が人間を超える時は

いつか来るであろう。それに先駆けて、ディープラーニングという優れた AI

の技術が多くの仕事を人間から奪うであろうと言われている。そこで、どのよ

うな仕事が奪われ、どのような仕事が残るのかについて述べる。結論として言

えることは、芸術や技能・技術のように、人の個性や創造的な判断が要求する

仕事は、当面 AI に奪われずに残ると考えられる。 

 次に、幸福学の基礎について述べる。講演者の定義によると、幸福学とは、幸

せに関する学問の総称であり、心理学を中心にしながら、幸せなモノづくり、コ

トづくり、組織づくり、街づくりなどの応用分野も含む。一般には、Well-Being 



and Happiness Study と呼ばれる。Well-Being とは、良い状態のことであり、辞

書によると健康、幸せ、福利、福祉と出ている。つまり、体と心の良い状態のこ

とを Well-Being という。Happiness は幸せの直訳だと考えられがちだが、より

感情的な側面に特化した単語である。講演では、まず、幸せには長続きする幸せ

（地位財を得たことによる幸せ）と長続きしない幸せ（非地位財による幸せ）が

あることを述べる。次に、非地位財による幸せのうち、心的要因についての因子

分析を行って求めた「幸せの 4 つの因子」について述べる。4 つの因子とは、や

ってみよう因子（自己実現と成長の因子）、ありがとう因子（つながりと感謝の

因子）、なんとかなる因子（前向きと楽観の因子）、ありのままに因子（独立と自

分らしさの因子）である。クラスター分析も行なった結果、これら 4 つがいずれ

も高いグループがもっとも幸せなクラスターであった。つまり、4 つの因子全て

が高い状態が幸せな状態であると考えられる。すなわち、夢や目標を持ち、多様

な仲間と助け合い、前向きかつ自分らしく生きる人である。仕事に当てはめてみ

ると、やらされ感ではなくやりがいを感じ、生き生きワクワクしながら周りの社

員と信頼関係を構築し助け合いながら仕事をしていて、前向きに自分らしくリ

スクをとってチャレンジしている社員は幸せである。私たちは、それぞれの仕事

や活動を通して、全ての人が幸せに生きることのできる世界を構築すべきであ

るといえよう。 


